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バスロケーションシステムの運用について 

 

 

１．概要 

バス車両に設置した GPS 機器などを利用して位置情報を把握し、バス利用者にスマ

ホ等でバスの位置情報や遅延情報などを提供するシステムであるバスロケーションシ

ステムを導入した。導入するシステムについては、運行事業者の東濃鉄道㈱が既に恵那

市で導入している「ジーネックス社」のシステムを採用。 

 

 

 

２．メリット 

（利用者） 

 ・スマホ等でバスの走行位置や直近の時刻表を確認することができる。 
 

（運行事業者・市） 

 ・利用者自身でバスの走行位置を確認できるため、問い合わせが減り、問い合わせがあ

った場合も即時に回答できる。 

 ・運行情報の収集ができる（ダイヤ改正等の参考になる）。 

 

 

 

３．周知方法 

  ・広報かに３月号 

  ・市ホームページやバス停へ案内表示 

  ・地域でのバス乗り方講座 

 

 

 

４．使い方 

   裏面参照 
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停留所に貼付している案内表示 
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10 分以下の遅延であれば「通常運行中」、10

分を超えた場合、遅延表示となります（現在

の設定）。 

10 分以上遅延している場合の表示です。 
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